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図のとおり、生計維持している次の者について、被扶養者になることが可能です。 
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Q.Q.Q.Q. 兄（20 代後半）が、数年後に会社を辞め、遠方の大学院に入りたいそうです。両親がおらず、 

今の所、兄に結婚の予定がないため、私が仕送り等、経済的な援助をすることになると思います。 

私の健康保険の扶養に入れることは出来ますか？ 

健康保険の被扶養者の範囲健康保険の被扶養者の範囲健康保険の被扶養者の範囲健康保険の被扶養者の範囲    

（イメージ） 

A.A.A.A. 現在は、兄姉については生計維持要件の他、同居していることが必要であるため、別居の場合、 

健康保険の扶養は認められません。但し、平成 28 年 10 月からは、兄姉に対する同居要件が 

なくなる予定なので、他の要件（兄自身の収入等）も満たしていれば、別居でも認定される可能性があります。 

↑↑↑↑    

いずれも 

後期高齢者に 

該当する 

場合を除く 

平成 28 年 10 月より兄姉の扶養認定の要件が 

緩和され、同居の要件が撤廃される予定 
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出所：日本年金機構 


